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充填スクッテルダイト化合物は大きなカゴ状構造を持つた

め、希土類原子はそのカゴの中でラットリングと呼ばれる運動

をすると考えられている。我々は希土類原子のラットリングの

微視的性質およびラットリングと電子構造との関係を明らか

にするために、La系充填スクッテルダイト LaT4X12 (T=Fe, Ru, 
Os; X=P, Sb)に対して、X原子の作るカゴの中の La原子と、

X原子に対して NMR/NQRを行った。 

その結果、LaOs4Sb12, LaFe4Sb12, LaOs4P12では Laサイトと X
サイトのスピン格子緩和率が異なる温度依存性を示すことが

わかった。これは La原子の局所的運動が生んだラットリング

フォノンが、La サイトの緩和率に余分に寄与しているためと

考えられる。 

また、La 核のナイトシフトの結果から、ラットリングフォ

ノンの影響が見られた上記の物質では遷移金属の d 電子の影

響が見られた。これは、遷移金属元素の dバンドが電子格子相

互作用を通じてラットリングの発現に関わっていることを示

唆する。 


